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山
本
博
士
の
思
出中

瀬

古

六

郎

山
本
博
士
は
同
志
社
出
身
者
中
に
も
稀
有
の
存
在
で
あ
っ

た
。
彼
が
十
九
歳
に
し
て
始
め
て
同
士
山
枇
漁
備
啓
校
に
入
皐
し

た
の
は
、
校
祖
新
島
先
生
が
皮
せ
ら
れ
て
か
ら
漸
ゃ
く
三
年
白

後
で
あ
っ
た
か
ら
、
所
謂
新
島
精
神
が
最
も
探
く
ま
た
高
く
校

一
千
の
男
女
皐
生
が
み
た
悲
紅

の
内
外
に
敬
仰
費
揚
さ
れ
て
、

第
五
十
二
巻

第
六
腕

七
阿
O

九
J、

な
由
党
悟
と
決
意
と
に
満
ち
て
先
生
の
遺
士
山
を
繕
が
ん
と
奮
起
し

て
を
っ
た
時
な
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
歴
史
的
精
紳
緊
張
時
代

の
六
ヶ
年
を
通
じ
て
、
課
備
事
校
、
普
通
墜
校
、
高
等
普
通
皐

校
の
課
程
を
全
速
力
を
以
て
短
縮
修
了
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
働
精
奮
闘
の
欣
今
に
も
想
像
さ
れ
て
飴
り
が
あ
る
。

れ風既
格に波

紋は他の
の完界父
生杢さ君
れにれな
たと.1とる
時のけ烏
父愛れ凋
君児 E 藩
がのも1:=
烏一、山
初生そ本
日~ ~亡の昇

和f再謹平
山 吉 現 蔵氏
々さ i清は
上れ廉
ょたt.r. t庄
りもるの
遠の古坊
州と武少
灘思士の
をはの頃

越
へ
て
蓮
〈
山
心
を
宵
士
山
下
白
三
保
の
松
原
に
馳
す
る
気
持
で

以
て
彼
に
命
名
し
た
と
云
ふ
の
も
、
此
父
あ
り
て
此
見
あ
る
か

な
と
の
感
を
深
ふ
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
彼
の
母
堂
が

ま
た
深
く
維
新
時
代
の
賢
母
烈
女
の
操
志
を
賓
践
し
で
、
同
士
山

枇
創
業
時
代
の
堅
信
博
徳
の
棒
れ
高
昔
、
ゴ
ル
ド
ン
博
士
の
家

庭
に
入
り
て
.
博
士
夫
妻
の
救
世
愛
人
の
事
業
を
援
け
つ
k

彼

長
よ
び
そ
の
比
妹
等
の
教
養
に
全
力
を
傾
注
し
、
彼
を
し
て
ゴ

ル
ド
ン
邸
よ
り
同
士
山
一
位
に
通
畢
せ
し
め
た
の
も
、
後
年
彼
を
し

て
常
に
志
を
海
上
に
親
ま
し
む
る
に
至
っ
た
一
の
要
閃
た
ら
ざ



る
を
得
た
い
で
あ
ら
う
。

新
島
先
生
度
後
十
有
三
年
に
し
て
、
同
志
社
創
業
の
常
一
伺
よ

(
南
北
職
事
白
米
岡
陣

り
先
生
白
片
腕
た
り
し
、
デ
ヴ
イ
ス
博
土

年
大
佐
)
が
英
文
新
島
傍
白
第
一
一
版
を
夜
行
ず
る
や
、
山
本
氏
は

営
時
京
都
時
大
法
科
大
串
聴
講
生
と
し
て
の
最
後
の
一
年
を
苦

鹿

eh闘
D
問
に
修
了
し
っ
、
も
、
揮
身
の
剖
d

と
勇
と
誠
を
捧
げ

て
、
之
が
課
漣
に
従
事
し
、
明
治
三
十
六
年
七
月
を
以
て
州
版

し
た
の
で
あ
る
。
今
試
に
之
を
翻
諒
す
る
に
、
新
島
先
生
の
熱

血
と
デ
ヴ
イ
ス
先
生
の
献
身
と
が
遺
憾
な
く
紙
面
に
躍
動
し

還
者
山
本
氏
の
至
誠
が
、
滴
る
ば
か
り
に
文
字
の
表
に

流
露
し
て
ゐ
て
、
一
関
者
を
し
て
粛
然
襟
を
一
此
さ
し
め
や
ん
ぽ
止

てま
た
い
白
で
あ
る
ロ
新
島
先
生
が
晩
年
一
撃
生
に
輿
へ
た
る
書

信
中
に
「
良
心
の
金
身
に
吉
満
し
た
る
人
才
の
山
川
で
ん
こ
と
を

希
ム
」
と
云
は
れ
た
が
、
山
本
美
越
乃
氏
の
如
き
は
蓋
し
最
も

能
く
新
島
党
生
の
撃
に
酬
ゆ
る
性
格
白
人
で
あ
っ
た
と
忠
ム
。

彼
は
大
正
七
年
以
来
、
或
は
同
志
祉
財
園
理
事
、
或
は
校
友

合
長
、
或
は
財
圃
評
議
員
と
し
て
、
至
誠
剛
直
、
侃
々
誇
々
、

時
に
半
殊
骨
を
刺
す
が
如
き
論
議
を
以
て
営
局
を
警
護
鞭
捷
し

也

憶

主:

も
凡
白
み
友
ち
ゃ
、
明
治
四
白
十
五
年
以
来
同
志
祉
大
事
講
師
と
し

で
丈
字
通
り
に
、
峻
骸
怒
る
教
鞭
を
揮
ひ
、
以
で
そ
の
秋
霜
烈

H
の
風
格
と
精
確
明
徹
な
る
串
読
と
を
畢
生
の
脳
裡
に
叩
き
こ

ん
だ
の
で
あ
る
。

一
方
彼
が
歪
深
紅
る
孝
心
に
就
て
は
、
吠
に
引
則
す
る
械
の

親
友
、
片
野
寅
之
助
氏
の
詮
言
が
、
遺
憾
な
〈
彼
空
間
目
を
躍

如
せ
し
め
て
を
る
と
思
ふ
。

山
本
君
ガ
母
上
=
仕
へ
テ
至
孝
ナ
リ
シ
ハ
寅
ェ
私
モ
感
心

シ
テ
オ
リ
7

シ
タ
ガ
、

ユ
ウ
・
ヨ
ー
ク
一
一
テ
私
ト
同
窓
ニ
ヲ

p
b
v
時
、
或
晩
、
在
米
数
年
ノ
同
君
ノ
友
ガ
訪
ネ
テ
来
テ
、

初
メ
ノ
問
ハ
寅
-
一
親
シ
キ
話
ヲ
交
へ
ア
イ
マ
シ
グ
ガ
、
共
内

次
第
-
一
高
聾
ト
ナ
リ
大
激
論
ト
ナ
リ
マ
シ
グ
。
聞
ク
ト
モ
ナ

シ
=
私
ガ
開
キ
タ
ル
庭
=
ヨ
レ
パ
、
親
ト
妻
子
ヲ
携
ヘ
テ
汽

結
-
一
テ
航
海
中
難
破
ノ
厄
ニ
遁
ヒ
シ
揚
合
、
何
人
ヨ

p
先
=

救
助
ス
ペ
キ
ヤ
ト
ノ
問
題
一
一
樹
レ
グ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
山
本
君

ハ
先
ヅ
第
一

=
親
ヲ
、
攻
一
一
子
ヲ
、
妻
ハ
最
後
ト
主
張
セ
ル

-
一
針
シ
、
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
シ
タ
ル
友
人
ハ
、
ソ
レ
ハ
理
問

デ
、
賞
際
ソ
ノ
揚
合
ニ
ハ
先
ヅ
妻
ヲ
、
失
ニ

f
ヲ
.
吠
=
親

第
五
十
二
巻

第
六
競

1J. 

九

七
回



4且

4意

文

君ノ
ハ順
激序
怒ト
シ ナ
、ノレ

貴壬
様ノ
ハナ

日リ
本ト
人語
デレ
p、ノレ

ナ ョ
イリ
ト、

言親
ヒ 孝
放行
チ ノ
、山

共本

マ
、
一
物
分
レ

T
ナ
り
、
私
ハ
其
至
孝
プ
リ
-
一
感
服
シ
タ
事
寅

ガ
ア
リ
マ
ヌ
。




